
１ 初診時 ６点
２ 再診時等 ２点
３ 訪問診療時
イ 同一建物居住者等以外の場合 28点
ロ イ以外の場合 ７点

外来・在宅ベースアップ評価料（Ⅰ）（１日につき）

外来・在宅ベースアップ評価料（Ⅰ）
を算定しましょう！

届出は簡単、 「３」 ステップ！！

評価料の収入の全額を賃上げ（職員のベア等）に充当しましょう

STEP１
• 「届出書」、「賃金改善計画書」を作成

STEP２

• メールで提出 ※紙面での提出も可

（６月から算定する場合、R6.5.2～R6.6.21
までに地方厚生局へ提出）

•※ベースアップ評価料（Ⅰ）の届出は特例的に６月21日まで延長

STEP3
• 評価料の算定 ＆ 賃上げを開始

（届出については、次ページへ）

令和６年度診療報酬改定で新設

※この他、賃上げに関して、「外来・在宅ベースアップ評価料（Ⅱ）」、「歯科外来・在宅ベースアップ評価料（Ⅰ）」、「歯科外来・在宅ベースアップ評
価料（Ⅱ）」、「入院ベースアップ評価料」、「訪問看護ベースアップ評価料（Ⅰ）」、「訪問看護ベースアップ評価料（Ⅱ）」がございます。詳しくは厚
生労働省のホームページをご覧ください。 １



オンライン資格確認の利用状況
※利用率=マイナ保険証利用件数/オンライン資格確認利用件数
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施設類型別のマイナ保険証利用率の推移
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43.1% 2.7% 40.1% 0.7% 13.4%

マイナンバーカードの携行率

○ デジタル庁が、令和５年11月～12月に、20,000人に実施したWebアンケート調査によると、

マイナンバーカードの携行率は、マイナンバーカード保有者の5割、調査対象者全体の4割との結果であった。

取得済・携行 取得済・未携行 未取得申請中取得済・携行
（スマホ搭載）

取得率・携行率の調査結果（％）

マイナンバーカード携行者は、全体の 43.1%

保有者のうち 50.2%

4

Q.あなたは、マイナンバーカードを持ち歩いていますか。あてはまるものを１つお答えください。

42.7 27.5 29.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
財布などに入れて、いつも持ち歩いている

必要に応じてのみ、持ち歩いている（役所に行くとき等）

持ち歩いていない

○ 厚生労働省が、令和６年２月に、18歳以上のマイナンバーカード保有者を対象に実施したWebアンケート調査によると、

約４割が常に携行しているとの結果であった。

※デジタル庁調査と異なり、調査対象がマイナンバーカード保有者であることに留意が必要



マイナ保険証利用についての意識

○ 厚生労働省が、令和６年２月に、18歳以上のマイナンバーカード保有者を対象にWebアンケート調査を実施。
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1.興味を感じる(n=2849)

2.（今後も）利用したい(n=2849)

3.特徴やメリットを誰かに教えてあげたい
(n=2849)

Q.あなたは、マイナ保険証について、どのような印象や考えをお持ちですか。それぞれについて、あなたのお気持ちに近いものを１つお答えください。
37.0%

調査期間：2024年2月1日～2024年2月5日 調査対象：18才以上の男女
マイナンバーカード保有者
業種排除（本人または家族が官公庁に就業または医療従事者）

調査手法：オンラインアンケート調査
サンプル数3,000

【R6.02】

◆ マイナ保険証を「利用したことがある」と回答した方についてみると、

約67.7％、約３人に２人がマイナ保険証を「（今後も）利用したい」と考えている。
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令和６年度診療報酬改定におけるマイナ保険証利用等に関する診療報酬上の評価（イメージ）

配点を見直し、継続

＜初診＞ ＜再診＞

・マイナ保険証利用なし ３点 ２点

・マイナ保険証利用あり １点 １点

《見直しイメージ》

マイナンバーカードや問診票を利用し、

「診療情報取得・活用体制の充実」を評価

＜初診＞
・マイナ保険証 利用なし ４点
・マイナ保険証 利用あり ２点

【医療DX推進体制整備加算】

マイナ保険証、電子処方箋などの「医療DX推進体制」を評価

＜初診＞ ８点（歯科６点、調剤４点）

施設要件（例）

①マイナ保険証での取得情報を診療室で使用できる体制【R6.6～】

②マイナ保険証の利用勧奨の掲示【R6.6～】 Ex.窓口での共通ポスターの掲示

③マイナ保険証利用実績が一定程度（●％）以上であること【R6.10～】

④電子処方箋を発行できる体制（薬局は受け付ける体制）【R7.4～】

⑤電子カルテ情報共有サービスを活用できる体制【R7.10～】

《現行》

Ｒ６.12Ｒ６.６

利用率増加に応じた支援金

・マイナンバーカードを常時携帯する者が約４割となっている現状を踏まえると、医療現場における利用勧奨が重要。

【医療情報取得加算】【医療情報・システム基盤整備体制充実加算】
※答申書付帯意見

令和６年12月２日から現行の健康保険証

の発行が終了することを踏まえ、令和６

年度早期より、医療情報取得加算による

適切な情報に基づく診療の在り方につい

て見直しの検討を行うとともに、医療DX

推進体制整備加算について、今後のマイ

ナンバーカードの利用実態及びその活用

状況を把握し、適切な要件設定に向けた

検討を行うこと。
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